
県が
来一存の山学を予定している
国際教益
どんな路抑を与えるのか、何が期待できる…

・
大学。「定口は100人で、段染はすべて
のか。学長に就任する予定の中的悩雌民、

…
英一一山」「学生に1年以上の海外
関学を説務
比内町出身で元
国述事務次長の明石康民、

…づける」「教民には任期制号取入し、
過半
秋田公立
美術工
芸短大学長の石川好氏の3…

…
数を外国人に」
ーーなどユニークな計闘が
人に話し合ってもらった。

…並ぶ。同大は秋田県の高符教育や国
際他に
（司会は山田
裕紀・朝日新聞秋田支局次長）…

2003.07.27-国際教養大が担う「教育と国際化」　中嶋嶺雄氏・明石康氏・石川好氏が語る〈上〉(朝日新聞)

品臨醤誼錨踊極櫨闘関幽舗
中嶋嶺雄氏・明石康氏・石川好氏が語る く上〉

強
い
県
民
意
識
を
土
台
に

｜｜国際教養大の意輯や

期待されることは。

中嶋嶺雄氏
大学の学長

を合め、長い間、
高的教育

に携わってきた。日本の大

学はこのままでいいのか、

といつも考えてきた。しか

し、なかなか
直せない。国

立大学は国営企業みたいな

もの。
既得権を適当に分け

合っていればつぶれない。

英語もろくに話せずに卒業

証欝が与えられる。日本の

大学、日本の社会そのもの

がだめになる
危機意織を持

ってきた。秋田県民の税金

を使って大学を作るのだか

ら、従来にない大学を作る。

一流の教員に教育をしても

らい、教謎の恐砲を身につ

け、世界の
問題を英間で論

じろれる人材
を育成する。

石川好氏
非常に面白い

構想だと思う。秋田県はパ

スポートを持っている人

も、外国に行く人の川合も

全国で段低レベル。全国の

人が一帯行ったことがない

県も秋田だ。その一方で県
民怠織の高さ、県民間土の

紡姉は全国トップクラス。

国際ということに
対極にあ

るローカルな県で、こうし

た大学ができるのが面白

明石康氏
グローバル他

の時代はアイデンティティ

ーの時代でもある。
強烈な

県民忠誠、自己鼠識を持っ

た秋田とそ、国
際化に耐え

うる。また
異質なものとの

接触で新しいものをつくり

出そうという意
欲がわいて

くる。日本の高等教育の立

ち遅れはいかんともしがた

い。古い大学を改革するの

は難しい。新しい大学を少

数精鋭でやっていくのは注

目すべきことだ。秋田
県人

を教育するという狭い了見

はやめて、他県の人を広く
受け入れ、
切除…縦断した

ら、
締や辺路を造るより、

将来ずっと大きな県の昨腔

になる。中嶋氏
県議会や県民の

間で、新しい大学を作る

か、作らないかで
論争が起

きるのは全国でも秋田だけ

だ。我々も
川県張感の上に立

っているから一生懸命にや

り、良い大学ができる。

欠
か
せ
ぬ
地
元
の
サ
ポ
ー
ト

t
ーー反対もあったが、そ一
石川氏
非常に上がった一ば、
協力態勢がすごい。開

れで逆に話題になり県民の一と思う。秋田美術工
芸知大一学から8年ぐらいたって教

偲知度も上がってきた。
一に関しても、班解されれ一室の
改修が
必要になってき

｝広三
石川好CL、しかわ・よじみ〉

1947年1月生まれ。伊豆大向出

身。 高校卒業後に移民船で渡米し

農業に従事。慶応大学法学部を卒
業し、再度渡米してアメリカ史な

どを研究。89年、！足場での体験を
つづった「ストロペリ｝． ロ｝ド」

で大宅社ーノンフィクション貨を

受賞。01年4月から秋田公立美術

工芸知大学長。東京都中野区在住。



明石康〈あかし ・やすし〉

1931年1月生まれ。 比内町出
身。54年、 東京大学教徒学日I）を卒
業し、 米パージニア大学大学院の
修士iI!-1!れを修了。57年、 国述に入
る。カンボジア問題、l日ユーゴス
ラビア問題担当事務総長特別代表
を含め、79年から97年まで国述事
務次長を務めた。 日本国述学会旦／！
事長。東京都港区在住。

た
。

緊 ．
鮒
尉
政

の
中
だ

が
、

市

が

改
修

貨
を

出
し

て
く

れ

る
。

市
議
会

も
「
学
長
が
ん

ば
れ
」

と
サ
ポ
ー
ト
し

て
く

れ
る

。
中
嶋
氏

国
際
教
養
大
に

も
、

現
に
サ
ポ
ー
ト

態
勢
が
で

にのヤこ す
は参ンれ中べ ｜ 仁ふ
県加パか嶋き ｜
民がスら氏だ県 一日A

の多ツ本 がタ宇 佐当
大かア格外
学つl化に
なたもさ向

の 。他せか
だ基県るつ

が本か 。て
、的らキは

き
つ
つ
あ

る
。

地
元

の
尉
界

も

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ
し

て
く

れ
る

。

雄
和
町

は
環
境

も
す
ご
く
い

い
。

ア
メ
リ
カ
や
ホ
ー

ス
ト
ラ

リ
ア
の
よ
う
な
大
学
町
が
で
き

そ
う
だ

。
典
文

化
空
間

が
で

き
、

い
な

が
ら
に
し

て
文

化
交

J錦繍

J

流
が
可
能
に
な

る。

明
石

氏

中
学、

高
校
で

も

俗
学
教
斤
を
熱
心
に
昨
進
し

て

欲
し
い

。

大学
在
支
え

る
上
で

役
に
立
つ

。

し
か
し

、
言
楽
だ

け
や
っ

て
も
し
ょ
う

が
な
い

。

メ
ッ

セ
ー

ジ
を
き
ち
ん
と
持
つ

よ
う
な

、
も
の
を
考
え

る
学
生

を
行
成
す

る
の
が
大
事

。
単
な

る
治
学
学
校
に
な
っ

て
は
い
け

「ト
、，
o

＋L川

’ν中
嶋
氏

教養
教
育
を
し
っ

か
り
や

る
。

例
え
ば
芸
術
論

で
は

、
世
界
的
な
バ
イ
オ
リ

ニ

ス
ト

に
都
議
を
し

て
も
ら

う
な
ど

他
の
大
学
に
は
な
い

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
い

る
。

本
物

の
教
養
を
教
え

ら

れ
る

。

…•««…h・＼＼�rn震鍵霊安綴綴j
中嶋嶺雄〈なかじま・みねお〉

1936年5月生まれ。長野県松本
市出身。国際社会学者。60年、 東
京外国語大学卒業後、東京大学大
学院を修了。社会学博士。専門は
国際関係論、 現代中国学。01年8
月まで東京外国語大学長を務め
た。アジア太平洋大学交流機構図
際事務総長。国際教養大の学長に
就任予定。東京都板橋区在住。

む
し
ろ

日本全
国

、
外
国

も
タ

ー
ゲ
ッ
ト

に
し

て
学
生
を
集
め

た
い

J

ロ
シ

ア
の
学
生
が
来

た

い
と
い
う
話

も
あ

る勺

石
川

氏

県内か
ら
だ
け
で

な
く

、
他

県
か
ら
も
来

る
よ
う

な

大

学
で

な

い
と

い
け
な

い
。

県
の
税
金
で
作

る
か
ら

県
民
だ
け
と
い
う

の
は
よ
く

Fト
、

。

丈
し中

嶋
氏

県内
出
身
者

の
枠

を

推薦
入
学
に
設
け

る
が

、
な

る
べ
く
公
平
に
考
え
な
い
と
い

け
な
い

。

石
川

氏

！美知
に
は

、

M
都

道
府
県
か
ら
学
生
が
集
ま
っ

て

い
る

。
外
に
出

て
行
く
ば

か
り

の
秋
田
に

、
県
外
か
ら
人
が
来

る
の
は
県
の
た
め
に
も
な

る
。

学
生
が

外
か
ら
来

る
の
が
一

添

明
石

氏

ア
メ
リ
カ

も
各
州

に
州
立
大
学
が
あ

る
が

、

授業

糾
の
減
免
は
あ
っ

て
も

、
州
内

外
の
比
一来
を
決
め

て
い

る
大
学

は
な
い

の
で

は
な
い

か
。

入
学

資格
に
笈
を
つ
け

る
べ
き
じ
ゃ

な
し中

嶋
氏

県
内
出
身
者
に
は

入
学
金
を
低
く
す

る
こ
と
な
ど

を
考
え

て
い

る
。

ま
た

、
高
校

で
の

留学
経
験
者

の
入
学
枠
を

別
に
設
け

る
。

高
校
で

留学す

る
の
は
す
ご
く
い
い

。
外
国
に

留
学
す

る
人

が
増
え
な
い

の

は
、

大
学
入
試
を
考
え

て
の
こ

と
だ

。
石
川

氏

そ
う
い
う
生
徒
を

優
先
的
に
入

れ
る
の
は
面
白

い
。

「
そ

れ
じ
ゃ
、

私
も
同
学

し
よ
う」

と
な

る
。

高
校
ぐ

ら

い
の
時
に
海

外
に
で
る

の
は
い

中
嶋
氏

高
校
で
1

回
行
っ

て
、

大
学
で

も
う
1

度
行
く

の

は
効
果

的
だ

。
高
校
時
代

は
ア

ジ
ア
で

、

今度
は
ア
メ
リ
カ
と

い
う
経
験

も
で
き

る
。

国際教

養
大
は

、
ア
メ
リ
カ

の
大
学
と

二
つ
学
位

が
取

れ
る
制
度
に
な

る
。

こ
の
デ
ュ

ア
ル
・

デ
ィ
グ

リ
ー

は

話題
に
は
な
っ

て
い

る

が
、

ま
だ
日
本
で

は
で
き

て
い

な
い

。

最初
の
試
み
に
な

る
の

で
は
な
い

か
。


